
　

こ
れ
を
実
現
す
る
手
段
の

一
つ
は
、
多
様
な
市
民
と
の
共

創
で
す
。
来
年
度
に
は「
自
分

ご
と
化
会
議
」を
新
た
に
導
入

し
ま
す
。
本
会
議
で
は
、
無

作
為
抽
出
で
選
ば
れ
た
市
民

の
皆
さ
ん
に
地
域
課
題
や
事

業
等
を
説
明
し
、
そ
れ
ら
の

改
善
策
等
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
生
か

す
た
め
に
は
、
市
職
員
の
意
識

と
行
動
の
変
容
も
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
全
職
員
を
対
象
と

し
た
職
員
研
修
を
行
う
と
と

も
に
、
本
会
議
へ
の
参
加
を
働

き
掛
け
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
地
域
課
題
が
多
様
化

し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

は
確
実
に
減
少
し
ま
す
。
同

大
綱
で
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
性
や
業
務
の
進
め
方
を

再
構
築
す
る
と
と
も
に
、
市

民
と
の
共
創
や
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
に
よ
り
、
少
な
い
経
営

資
源
で
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る「
小
さ
く
て
も
大
き

な
市
役
所
」へ
の
移
行
を
目
指

し
、
２
０
２
８
年
度
末
ま
で
に

「
手
続
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
率

「
豊
岡
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
に

　
私
の
願
い
は
、
一
人
で
も
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に「
豊
岡

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
ま
ち
に
す
る
こ
と

で
す
。
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、

着
実
に
動
い
て
い
る
も
の
と
感

じ
て
い
ま
す
。

多
様
な
市
民
と
の
共
創

　
市
政
を
再
構
築
す
る
た
め
、

昨
年
10
月
に
第
５
次
行
財
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
は
、
行
政
コ
ス

ト
削
減
を
重
視
し
た
行
財
政

運
営
か
ら
、
行
政
コ
ス
ト
を
削

減
し
つ
つ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
行
財
政
運
営
に

転
換
し
ま
す
。
こ
れ
は「
主
人

公
は
市
民
」の
視
点
を
念
頭
に
、

従
来
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

視
点
に
立
っ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

１
０
０
％
」「
正
規
職
員
24
人

削
減
」な
ど
の
目
標
も
設
定
し

ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
市
役
所
の
効
率
化

　
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

関
係
を
中
心
に
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
既
に
22
の
手
続
き
を
オ

ン
ラ
イ
ン
化
し
ま
し
た
。
今
後

も
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
大
幅
に

拡
充
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
末
に
は
公

共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
使
用
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
決

済
や
電
子
錠
に
よ
る
施
設
利

用
も
可
能
に
す
る
予
定
で
す
。

　

一
方
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
市
役

所
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
４

月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
決
裁
し
、

決
裁
済
文
書
等
を
デ
ー
タ
で

保
管
す
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

開
始
し
、
さ
ら
に
業
務
を
効

率
化
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
確
実
に

実
行
、
推
進
し
、
今
後
も「
主

人
公
で
あ
る
市
民
」が
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
全

力
で
進
め
ま
す
。

　
２
月
29
日
、
令
和
６
年
第
１
回
豊
岡
市
議
会
定
例
会
で
、
関
貫
市
長

が
２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
市
政
運
営
に
あ

た
る
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
政
方
針
を
含
む
市
長
総
括
説
明
の
全
文
は
、
市

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３月議会定例会開会日に来年度の市政方針を説明する関貫市長

※市の各部署の「問合せ」「申込み先」は、4月1日以降の新しい課名を記載しています。
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針
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一般会計予算は482億4,000万円、2.3％の増

歳 入
482億
4,000万円

地方交付税（35.1%）地方交付税（35.1%）
169億3,000万円169億3,000万円

国庫支出金（10.7%）国庫支出金（10.7%）
51億5,807万円51億5,807万円

市債（7.8%）市債（7.8%）
37億9,140万円37億9,140万円

県支出金（6.4%）県支出金（6.4%）
30億9,954万円30億9,954万円

繰入金（6.4%）繰入金（6.4%）
30億7,448万円30億7,448万円

地方消費税交付金地方消費税交付金
（3.8%）18億3,441万円（3.8%）18億3,441万円

諸収入（3.2%）諸収入（3.2%）
15億2,529万円15億2,529万円

市税（19.4%）市税（19.4%）
93億4,004万円93億4,004万円

寄附金（2.3%）11億3,600万円寄附金（2.3%）11億3,600万円 使用料及び手数料（1.6%）7億6,204万円使用料及び手数料（1.6%）7億6,204万円
その他（3.3%）15億8,873万円その他（3.3%）15億8,873万円

歳 出
482億
4,000万円
（目的別）

民生費（29.5%）民生費（29.5%）
142億2,876万円142億2,876万円

総務費（14.9%）総務費（14.9%）
71億9,879万円71億9,879万円

教育費（12.6%）教育費（12.6%）
60億7,324万円60億7,324万円

公債費（11.8%）公債費（11.8%）
57億313万円57億313万円

衛生費（10.1%）衛生費（10.1%）
48億7,735万円48億7,735万円

土木費（11.1%）土木費（11.1%）
53億7,910万円53億7,910万円

消防費（3.6%）消防費（3.6%）
17億2,784万円17億2,784万円

農林水産業費（3.2%）15億3,594万円農林水産業費（3.2%）15億3,594万円 商工費（2.4%）11億3,597万円商工費（2.4%）11億3,597万円
その他（0.8%）3億7,988万円その他（0.8%）3億7,988万円

次への一歩・DX と共創のまちづくり
〜主人公は市民〜

2024年度　予算案
　2024年度予算は、人々の暮らしを支えることを市政の基本としながら「次への一歩・DXと共創
のまちづくり〜主人公は市民〜」と銘打ち編成しました。福祉や教育、土木など市の基本的な行政運
営経費を経理する一般会計は総額482億４千万円、前年度当初予算と比較して2.3％の増としました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　《問合せ》財政課☎21-9014

歳入の内訳 歳出の内訳

障害福祉施設整備等に充てるため繰入金５億円の増
　医療的ケア児等に対応した施設整備の補助
等に充てるため、基金等の繰入金は５億964万
円（19.9％）の増、また定額減税等により市税
は３億7,100万円（3.8％）の減としました。
　なお、市政推進のため必要不可欠な事業予
算を計上しましたが、歳出に見合う財源が不
足したため、財政調整基金から15億円を取り
崩し、収支均衡を図っています。

（仮称）竹野学園の整備等に伴い教育費が6.6億円の増
　総務費は、公共施設包括管理事業費等の増
加により３億9,620万円（5.8％）の増、教育
費は、小中一貫校整備事業費等の増加により
６億5,597万円（12.1％）の増としました。
　一方、農林水産業費は、治山事業費等の減
額により２億3,901万円（13.5％）の減、公債
費は、市債元金等の減額により３億9,037万円
（6.4％）の減としました。

　過去10年間では、14年度から
16年度まで北但ごみ処理施設整
備等により予算額が増加しました。
21年度も子育て支援総合拠点等整
備等により予算額が増加、22年度
は減額になりましたが、23年度は
新文化会館整備等、24年度は（仮
称）竹野学園の整備等により、２年
連続増加しました。

一般会計当初予算の推移（過去10年間） 
（億円）
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※本紙に掲載している情報は編集時点（３月13日）のものです。変更になっている場合がありますので、注意してください。
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